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山　田　　泉
　外国から日本に来て、異文化・異言語環境で生活する人々が増えている。日
本語教育を専門とする者として、拙稿では、これらの日本語を母語（第一言語）
としない人たちへの日本語教育、日本語学習支援における「漢字」をはじめと
した日本語文字・表記における問題について述べる。日本語教育について詳
しくない読者を想定し、できるだけ平易かつ具体的に記述するつもりである。
　日本語教育は、日本語を母語としない者に対する日本語習得を目指した教
育である。学ばれる地域は日本国内も海外もあり、学習形態としては子ども
の学校教育および高等教育機関における外国語（海外の場合等）、第二言語教
育（日本での留学生の場合等）から、日本語学校、在外公館文化拠点での教育、
またテレビやラジオ講座によるものや独学まである。学習者の年齢は年少者
から成人まで、学習ニーズとしては、日本語、日本文化そのものの習得を目
的としたものから、留学、生活のためというものまで、種々のものがある。
　これらに対して、文字言語の習得を目指す場合、二種類の仮名と併せて「漢
字」をも対象とすることが多い。ところがほとんどの非漢字圏学習者にとって
漢字の習得は大きな障壁となっている。中国等漢字圏学習者にとっても、日
本語ではほとんどの漢字が複数の読みがあるなど、問題がある。加えて、い
わゆる「デス／マス」体（敬体）と「ダ・デアル／φ」体（常体）の区別によっ
て語彙を仮名表記にするか漢字表記にするか等微妙な違いがあり、まさに日
本語の文字・表記体系は、「ガラパゴス」化しているといえる。
　ここでは、日本語教育一般における漢字習得の問題と、特に日本における
子どもを含む「生活者としての外国人」に対する言語政策として、漢字を中
心とした文字・表記の問題などを紹介することによって、それらの背景に伺
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われる＜日本意識＞について若干の示唆を試みたい。
1　日本語の書き言葉の「ガラパゴス」化
　日本語を母語としていない人たちに対する日本語教育は多岐にわたるが、あ
る程度の日本語能力獲得を目指す場合、話し言葉とともに書き言葉をも学ぶこ
とが多い。とすれば、ローマ字表記だけを対象とする場合などを除いて、日
本語の文字・表記の体系を学ぶことになる。その場合、一般的には文化庁旧「国
語審議会」（現「文化審議会国語分科会」）による文字・表記の諸規定を基準と
して学習目的に合わせて作成されたシラバス（学習項目一覧）に沿って学ぶ
ことになると考えられる。これが、日本語母語話者には気づきにくいが、そ
の習得に困難を来す学習者が多く、その中でも日本語の漢字表記については、
非漢字圏の学習者だけでなく、中国語を母語とする学習者でも難しいとの指
摘がある。
　多くの日本語学習者から、日本語は話し言葉の「発音」（音声）は難しくな
いが、書き言葉の「漢字」が難しいと指摘される。日系ブラジル人の子ども
たちの「不就学」の背景に、公教育における学校教育での漢字の難解さがあ
るとの指摘は少なくない。
　では、日本語の漢字の難解さはどこにあるのか。まず、非漢字圏の学習者
にとって最も難解に感じるのは、複雑な形の文字を多数（常用漢字であれば
2,136 字）覚えなければならないことだといわれる。彼・彼女らは「悪魔の文字」
と言うこともある。アルファベットと若干の補助記号ですべての語彙が表記
できる言語と比べたらまさにそうとも言いたくなると思われる。日本語母語
話者でさえ高等教育機関での入試や入社試験に漢字の読み・書きが出題され
るということ自体、その習得の難しさを表しているといえないだろうか。
　中国、台湾など漢字圏学習者にとって、日本語の「漢字」の多くは複数の音
と訓があり読み方が多様なのでいちいち読み方は覚えず、中国語の発音で読
んで意味だけ中国語と日本語の共通点と相違点を覚えるという人もいる。し
かし、日本語の話し言葉での漢語語彙は同音異義語が多く、かなり上級になっ
ても、区別できず混同することがある。「生」という字は、音読みが「セイ」、
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「ショウ」、訓読みが「いきる」、「いかす」、「いける」、「うまれる」、「うむ」、「お
う」、「はえる」、「はやす」、「き」、「なま」とあり、熟字訓として「芝生（しば
ふ）」や「弥生（やよい）」がある（新漢語林 第 2 版）。書き言葉の漢字は理解
しても話し言葉の語彙の発音と結びつけることは並大抵ではないといわれる。
　それはさらに、「生」でも指摘したが熟字訓（例：如月、五月雨、流鏑馬、
三和土、流石など）や音韻変化（例：手綱、納得、音頭、順応、春雨など）も
含めるとよほどのマニアックな学習者以外、お手上げ状態となる。
　文字・表記では漢字だけでなく 2 種類の仮名があり、文体（「デス／マス」体（敬
体）と「ダ・デアル／φ」体（常体））との関係や書き手の個性、名詞語彙か
動詞語彙か等で、同じ語を漢字表記にしたり仮名表記にしたりする（例：取組、
とりくみ、取りくみ、取り組み）というバラエティーがある。また意味の微
妙な相違で漢字と仮名を使い分けるというもの（例：「ダメと言う人」と「ダ
メということ」）もある。
　そのほか、アルファベット、数字表記などや縦書きや横書きなども含めると、
日本語の文字・表記はまさに「ガラパゴス」状態で、学習者にとって習得に
苦労するものだといえよう。
2　日本語の文字・表記体系の功罪
　日本の書き言葉の文字 ･ 表記の体系が「ガラパゴス」化していることを指
摘したが、一般の日本語母語話者にとっては、普段そのことを意識すること
のほうがまれなのではないだろうか。逆に、「ガラパゴス」状態に精通し、そ
れを利用し合理的、効率的な読み書きの世界を享受していると思えることも
ある。その一方で、わたしの専門の一つである日本語教育では、教員から文字・
表記の指導の難しさが指摘される。もちろん経験を積んだ教員は、その指導
のこつを理解している場合もある。それは、日本語母語話者が無意識に利用
している文字 ･ 表記のルールを明示的に示すなどによってである。
　次に「ガラパゴス」化の利点と日本語学習者にとってやはり難しい点を指
摘したい。
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1）　日本語母語話者にとっての日本語文字・表記の「ガラパゴス」化の利点
　日本語を表す文字の種類では、一般的にひらがなとカタカナという二種類
の仮名と漢字とがあり、数字も漢数字とアラビア数字、例外的だがローマ数
字も使われることがある。日本語母語話者はこれらのバラエティーをいかに
利用しているのだろうか。
　これらの文字種の使い分けは、大雑把にいって、漢字は名詞（物、事）、あ
るいは動詞の意味を担っている部分（行為、状態、状況）など「概念」（notion）
を表す部分に使用されることが多い。それに対しひらがなは、助詞、助動詞、
活用語の活用部分、および大部分の副詞や形容詞、形容動詞等修飾語など、
文を構成する上での「機能」（function）を表す部分に使用されることが多い。
カタカナは、聴覚的「音」に焦点を当て、オノマトペ（擬音語、擬態語、擬声語）
や外来語を表す部分、マンガなどで頻繁に登場する感情の表出等に使用される。
そして、日本語母語話者は文章を読むに当たってこれら文字種の違いを、漢字
表記の部分から書き手が何について表現しているかを汲み取り、ひらがなだけ
の部分でそれらの意味の関係性を汲み取り、漢字プラスひらがな表記の部分で
どう解釈、判断しているかを汲み取るなどして、文章全体の理解につなげてい
ると思われる。また、それらに精通した日本語母語話者は、自らの思いを書き
言葉で表現する場合は、逆にこれらの文字種の使い分けを利用しようとする。
日本語母語話者間ではこれら書き言葉を理解、創出する過程で、日本語の文字・
表記のバラエティーに担わせる役割は大きな意義があると考えられる。
　さらには、手紙や文書（「公用文の書き表し方の基準」というものもある）、
新聞、雑誌、書籍など各種出版物等によってもそれぞれの書き手側の意図で、
縦書き、横書きなども含めてさまざまな文字・表記選択の下に表現される。も
ちろん学術的な方面でも違いは大きく、詩や小説、それらに対する評論など
人文科学分野とそれ以外の科学分野とでは、縦書き、横書きの違いや概念表
現について漢字を用いるか仮名にするかなどの大きな違いがある。また、算
用数字と漢数字の使い分け（例：「一人」対「1 人」、「一人前」対「1 人前」、「一
人芝居」対「1 人芝居」等）も、各種の基準や書き手の文字・表記についての
信念（ビリーフ belief）との関係で、必ずしも共通した理念が共有されている
わけではない。
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　このように日本語母語話者にとって日本語の文字・表記への精通には演繹
的学習、帰納的学習、双方を通じかなりの努力が求められる。そして努力の
甲斐があって精通が進むと、日本語書き言葉のバラエティーを享受した豊か
な言語生活が営めるというわけである。
2）　日本語学習者にとっての善し悪し
　では、日本語を母語とせず日本語を学習する者にとってはどうなのだろう
か。
　当事者からまず挙がるのが「漢字」についてのクレームである。上でも述
べたが中国語母語話者など漢字が身近な存在である者にとっても日本の漢字
習得には問題があるわけだが、非漢字圏の学習者にとってまさに「悪魔の文字」
という表現がぴったりだと思う。多くの漢字が字形は複雑で、それを 2,000 字
以上（常用漢字は 2,136 字）見分けるということだけで気が遠くなるだろう。
日常生活で重要な漢字表記は簡単な字形のものだということはない。「火気厳
禁」や「感電注意」は、日本語母語話者の小学校低学年の子どもにも分かりに
くいかもしれないが、だれにとっても生活上重要な標示内容である。役場や市・
区役所をはじめ公共機関の窓口表示や問診票など記入用紙の項目なども多言
語やルビ振り対応はごく一部に限られている。まさに漢字の読み書きに精通し
ていることを前提に日本社会が作られているわけだ。これが、専門用語にな
るとさらに甚だしい。ＥＰＡ（経済連携協定）でのインドネシアやベトナム
からの看護師、介護福祉士志望研修生の日本語学習で問題になっているが、「床
ずれ」を「褥瘡（じょくそう）」といったり「しゃっくり」を「吃逆（きつぎゃ
く）」といったりする。それは、一般の生活者も利用する役場・役所の用語（例：
遺漏、瑕疵、喫緊など）にもかなり使用されている。
　漢字は、すでに指摘したが、一つの漢字が多くの場合「音」と「訓」があり、
それも複数あるものが大半である。「音」読みの場合、同音異義語（同音異漢字）
が多く話し言葉で耳にする語彙と漢字表記を結びつけるのが難しいといわれ
る。「訓」読みでも送り仮名をどこから振るかなど規範を理解するのが難しい。
　漢字は、読むだけでなく書くことを学ぶことも一般的で、書写を覚えていく
過程でまた困難を来す。もちろん、それらを最小限の労力で、できれば楽しく、
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習得できるようにすることが、プロの日本語教員には求められ、さまざまな研
究や実践の蓄積の下に工夫された教材なども整備されている。これらは、日
本語母語話者の子どもの漢字習得研究の知見も参考にしているものも少なく
ないが、逆に日本語教育の成果を発信し母語話者教育に資することも期待さ
れる。
　ところで、漢字はすべての日本語学習者にとって「百害あって一利なし」な
のだろうか。もちろん漢字を母語で使用している学習者は、読み方で苦労は
しても、意味の理解には大いに役立っていよう。また現在母語で漢字そのも
のは使わないが、漢語（漢字語彙）がある場合は、日本語の漢語音からその
意味を類推でき、語彙記憶の助けになる。例えば「電話」は中国語の発音では、
「ディエンファ」で、韓国語では一般的には「チョナ」だが、ハングルを一字
ずつ発音すると「チョンファ」と音が似ている。音の類推はベトナム語の漢
字語彙とも通ずるようだ。まさに「漢字文化圏」の大きさが感じられる。
　それと、漢字はその構成するパーツの一部が「音」を表すことのある「表
語文字」（一般的には「表意文字」）である。音の部分に意味が込められたり、
音以外の部分に意味が込められたりする。それによって類似のパーツを持っ
た文字の「音」や意味を類推することができる。また当然だが、一つの漢字
の意味が分かるとその漢字を使った漢語語彙の意味を類推することができる。
これは、ヨーロッパ言語の多くの語彙がギリシャ語やラテン語起源で発音の
一部によって意味の共通性を類推することができるのと同じである。
　これらについても日本語教員は読み書きの教授技術に取り入れ、実践に活
用していることはいうまでもない。
3　日本の言語政策における文字・表記体系と「生活者としての外国人」
　それぞれの個別言語を構成する要素としては、一般に「音声」、「語彙」、「文法」、
「文字・表記」の四つが挙げられる。このうち「文字・表記」は最も人工的な
もので、何らかの取り決めに従って体系化されているといえよう。日本の場
合は、明治期の近代国家成立以降、国の言語政策によって規範が示されてきた。
戦後も時代の変化に合わせるということで、文化庁の旧「国語審議会」（現「文
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化審議会国語分科会」）で政策や政策改定が審議され、新たな規範が内閣告示
されてきた。
　最後に現代日本社会における日本語非母語話者の増加に対応した言語政策
のあり方を提案するとともに、関連した「日本意識」に関する私見を述べて
まとめとしたい。
1）　新「常用漢字表」
　戦後の「当用漢字」（1946 年制定）に変わって、1981 年制定された「常用漢字」
が 2010 年に改定され新たなものとなった。最も注目される変更点は漢字の文
字数が旧「常用漢字表」の 1,945 字から 2,136 字と 191 字増やされたこと、併
せて音訓の読みも大幅に増やされたことだと考える。これらは主にワープロソ
フトなどＩＴ機器の普及による日本人の言語環境変化に対応するものとして
いる。まさに日本語の文字・表記のガラパゴス化の進化といえよう。これによっ
て日本人の言語生活がより豊かになることを祈りたい。
　しかし、一方で海外からの帰国者やいわゆる「外国人生活者」など日本語
非母語話者の増加など、日本の社会環境の変化への対応を考えた言語政策が
必要と考える。誤解されることを恐れずに言えば、日本という社会を日本人
にのみに閉ざさず、多様な背景を持った者たちがともに自己実現の場として
共存するための言語政策が必要ということである。
　そういうと、「外国人の中にも日本人以上の日本語能力を持ち、日本の伝統
文化にも詳しい者もいる」と言う人もいよう。それはそのとおりで、日本の文
字・表記にも精通しそのガラパゴス化を楽しんだり、自らは精通していなくて
も「それが日本文化」と賞賛したりする人もいる。しかしながら多くの日本語
学習者は生活の問題としてこれと闘っているということも忘れてはならない。
2）　「やさしい日本語」としての文字・表記
　現在、日本語教育関係者の間で「やさしい日本語」と言われる言語「活動」
が展開されている。これは、災害時など情報弱者となってしまう「外国人生
活者」等に対応し、日本語母語話者の日本語をこれらの人々にできるだけ分
かりやすいものにするという研究からはじまったものだ。「わかる日本語」、「か
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んたんな日本語」などとも言われる。語彙も限定された基本的なものを使い、
書き言葉では、分かち書きにし、文字・表記についても、仮名を増やし、最
小限用いる漢字にはルビをつける。
　これらは、「外国人生活者」を思いやりともに社会の構成員として可能な限
り対等・平等な社会参加の機会を保障しようという気持ちが表れているよう
に思える。もちろん、一部の人々のこのような意識が日本社会全般に広がる
までは、日本語学習の苦難の道が続くわけだが、共生社会のための言語政策
における国語分科会の働きにも期待するところだ。
3）　そして「多文化共生」
　「多文化共生」という言葉が中央省庁ではじめて使われたのが、2006 年、総
務省の「多文化共生推進プラン」ということだが、現在、よく聞かれる言葉
になっている。しかし、この言葉から思い描く概念は人それぞれで、多義的
である。わたし自身は、「だれもが帰属社会に、資格として対等で、待遇とし
て平等に参加できる状態」としている。
　歴史的に、日本はこれまで海外の有形無形さまざまなものごとを受け入れ日
本型に昇華し利用することで豊かな社会を創造してきた。それが、今日の人の
移動が活発な時代において、日本らしい「共生」のあり方を模索し実践する
時代になっているのではないだろうか。大相撲などスポーツ界だけではなく、
もはや一般日本社会は日本人だけのものではないという「日本意識」もある
ことを確認すべきだと考える。その一つとして、漢字の扱いをはじめとして、
言語政策により多様な規範が共存できる社会となることが期待される。
　［参考 URL］常用漢字表（平成 22 年内閣告示第 2）
<http://kokugo.bunka.go.jp/kokugo_nihongo/joho/kijun/naikaku/
kanji/>2015.06.06
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<ABSTRACT>
Japanese Education and Kanji 
YAMADA Izumi
The Japanese education is education aiming at the Japanese acquisition 
for the person whose mother tongue is not Japanese. The place in where 
people study Japanese is both Japan and the foreign countries including the 
school education of the child and foreign language teaching in the higher 
education system (in the case of the overseas countries), second language 
education (in the case of a foreign student in Japan), Japanese language school, 
the education at the government establishment abroad culture base, and the 
self-education with TV or the radio course. Age of the learner is various from 
a young person to an adult. Learning needs is also various: from Japanese or 
the Japanese culture itself to studying abroad or a thing for life in Japan. When 
a learner aims at the acquisition of the written language, they often intend 
for a kanji in conjunction with two kinds of kana. However, the acquisition of 
the kanji becomes the big wall for most non-kanjis zone learner. Most kanjis 
are problematic for the kanji zone learners such as China a problem, since 
there are plural readings. The main purpose of this paper is to make some 
suggestions about “Japan-consciousness” as backgrounds of problems of the 
kanji acquisition in the Japanese education and a state policy on language for 
“the foreigners as the dweller” including the foreign children in Japan.
